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では，その他のものよりAIは低かった。2）Fasおよ

びFasLについて。①Fasは上皮の全層に局在が認め

られるものが多かった。②FasLは上皮の表層から基

底層まで漸次淡染するものが多く，6例では全く局在

が認あられなかった。③FasおよびFasLはともにそ

の上皮における局在とAIとの間に明らかな発現傾向

を示さなかった。しかし，ともに上皮や浸潤細胞に発

現することから，Apoptosisの発現に何らかの関与が

示唆された。④上皮下浸潤細胞ではFasおよびFasL

とも組織球での発現が多く，リンパ球では時々認めら

れた。しかし，上皮内に浸潤したリンパ球にはほとん

ど認められなかった。

　結論10LPにおいては上皮下のリンパ球浸潤によ

る上皮の傷害が引き金となり，Apoptosisが誘導され

るように思われた。

演題5．花巻市における「かかりつけ歯科医機能支援

　　　事業」

〇三又　康永，徳富　　亘＊，畠山　良彦＊

岩手医科大学歯学部予防歯科学講座，花巻歯科

医師会＊

　花巻市では，平成9年度から「かかりっけ歯科医機

能支援事業」に取り組んでいる。本事業は平成9年度

厚生省歯科保健推進事業のひとつで，平成10年度も

継続して実施されている。本事業の目的は，「かかりつ

け歯科医の機能」を普及定着させ，その機能を支援す

ることによって，8020を目指した地域の歯科保健対策

の推進を図る事にある。この事業を推進するたあに

「かかりっけ歯科医機能推進委員会」が組織されて事

業の推進，運営上の問題点などが検討されている。事

業の実施内容は（1）広報活動（2）実態調査（3）研修会実施（4）

データバンク作成（5）歯科相談窓口設置⑥休日歯科診療

開設（7｝訪問歯科診療事業などである。実態調査とし

て，無作為抽出した花巻市民3000人を対象にアン

ケート調査を行ったところ，1105件36．8％の有効回

収数を得た。かかりつけ歯科医を持っ人が最も多いの

は50歳代，少ないのは20歳代であった。かかりつけ

期間は1年が最も多かったが，10年以上の人も少なく

なかった。かかりつけ歯科医を持っ人が，かかりつけ

歯科医に求める要件は多い順に継続・説明・内容・利

便・安価で，かかりつけ歯科医を持たない人において

は説明・内容・安価・利便・継続，歯科受診経験の無

い人では安価・説明・内容・緊急・継続の1順であっ
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た。今回の調査においてかかりっけ歯科医を持っ人は

79．6％，かかりっけ歯科医を持たない人は20．4％で

あった。成人の花巻市民のうち約80％がかかりつけ

歯科医という意識を持ち特定の歯科診療施設を受診し

ている状況が示唆された。今後の展望として，この事

業を推進し，花巻市民の生涯を通じた歯と口腔の健康

管理の相談役としての「かかりっけ歯科医」を目指し

ながら，いっでも，誰でも，どこでも，平等に歯科保

健，歯科医療のサービスを受けられる体制を目指すも

のである。

演題6．盛岡市近郊における障害者援護施設入・通所

　　　　者の口腔内状況

○久慈　昭慶，熊谷　美保，梅原真千子

　岸　　光男＊，奈良　一彦＊，米満　正美＊

　城　　茂治

岩手医科大学歯学部附属病院障害者歯科診療セ

ンター

岩手医科大学歯学部予防歯科学講座＊

　岩手医科大学歯学部附属病院，障害者歯科診療セン

ターで平成10年度に行った，盛岡市およびその近郊

の障害者援護施設における歯科健診のデータを集計し

た。また，踊歯・喪失歯に関する指標を，平成5年

度・歯科疾患実態調査結果と比較し，報告した。

　対象は，障害者援護施設4か所の212名（そのうち

通所者29名）で，男性135名，女性77名であった。

　施設入・通所者の口腔内で，踊蝕経験歯数は全国平

均よりも少なく，喪失歯数が多い傾向が認められた。

したがって，踊蝕以外の原因から歯の喪失が起こって

いると考えた。また，この歯の喪失は，かなり低年齢

から生じていたが，特に30歳代から急増していた。歯

種別喪失傾向では，一般に喪失リスクの高いとされる

歯種から早期に喪失しており，この集団に特異的な傾

向は認められなかった。したがって，施設入・通所者

の歯の喪失は，鰯蝕以外の一般的歯科疾患，言い換え

れば，歯周病が主な原因であると考えた。

　踊蝕処置率は，40歳代までは全国平均との差はな

く，50歳代以降では全国平均を大きく下回った。この

原因としては，疾患への罹患性以外に，歯科医療環境

の年代差が大きく関与していたと考えた。

　以上より，今後施設入・通所者の歯牙喪失原因を考

察し，これを減少するためには，歯周疾患や受療率な

ども含めた調査が必要であると考えた。


